平成１９年度信州大学奨励研究員申請書
	受　付　番　号

	


　１．履　歴　等
	フリガナ
	
	サイン（外国人のみ）

	性別
	男
女

	氏　　名
	                                     印
	
	
	

	生年月日
	　昭和　　　年　　　月　　　日生
（平成１９年４月１日現在　　　歳）
	国籍
	

	現 住 所
	〒


	連絡電話
	　自宅電話　（　　　　）　　　　－　　　　
　所属機関電話  （　　　　）        －　　　　　　　　　内線

	学　　歴
	１. 平成　　　　年　　月　　　　　　大学　　　　学部　　　　　　　　　　学科卒
２. 平成        年　　月            大学大学院修士課程入学
  　　                          （           研究科              　専攻）
３. 平成       年　　月            大学大学院博士課程入学
  　　                          （           研究科              　専攻）
４. 平成       年　　月　博士（　　　　　　）の学位取得（見込）
５. 平成       年　　月　博士課程の所定の単位を修得の上退学（見込）
  

	 博士課程
 の種別
	　１．区分制　　　　　２．一貫制　　　　　３．医・歯・獣医学系

	外国人留学生に対する奨学金等受給の有無
	　１．　有　　（　　　　　　　　　　　　　　　）
　２．　無
　３．申請中  （　　　　　　　　　　　　　　　）

	研究・職歴
	　１．　　　　年　　　月～　　　　年　　　月
　２．
　３．

	研究課題
	


（裏面につづく）
	現在の研究
指導者
	　　　　　　　　　　　　　　　　学部･研究科･研究所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学科･専攻･部門
（担当大学院研究科）（大学院　　　　　　　　　研究科）
  職・氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	
	 出身大学院の研究指導者（「現在の研究指導者」と異なる場合のみ記入）
     　　　　　　大学　大学院　　　　　　　　　　　研究科
        職・氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	

	
	
	
	

	指導を受ける予定の本学教員
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　学部･研究科･センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学科･専攻･部門
　職・氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　 


　２．現在までの研究とその成果  （７００字程度で記入すること。）
	


（裏面につづく）
申請者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　
　３．研　究　計　画
どのような研究方法で，何を，どこまで明らかにしようとするのか，具体的に全体を1,000字程度で記入すること。
	（１）研究目的（研究の背景及び国内外の研究状況等を含む。）


	（２）研究内容



	（２）つづき


	（３）研究の特色・独創的な点



（裏面につづく）
申請者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　
　４．研　究　業　績
	（１）学術雑誌等（紀要等は除く。）に発表した論文　（掲載を決定されたものを含む。）
共著の場合，申請者が中心的な役割を果たした論文のみ記載すること。
①　著者（申請者を含む全員の職・氏名を，論文と同一の順番で記載すること。），題名，掲載誌名，年月，巻号，頁を記入し，申請者にアンダーラインを付すこと。
②　現在，学術雑誌等に投稿中の論文は（２）欄に記載すること。ただし，学術雑誌等に掲載を決定されたものについては，受理証明書を添付し，本欄に記載すること。なお，日本語以外の受理証明書は和訳をつけること。
③　学術雑誌等に発表した論文がない場合，（２）欄に紀要等を記入すること。



	（２）学会において口頭発表若しくはポスター発表した論文，紀要等に発表した論文
学会において口頭発表あるいは，ポスター発表した場合は，共同研究者（全員の氏名），題名，発表した学会名，場所，年月をこの欄に記載すること。また，紀要等に発表した論文についてもこの欄に記入すること。
現在，学術雑誌等に投稿中の論文は，投稿中と明記した上で，この欄に記載すること。



申請者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　
最も主要な研究論文の要旨
　「４．研究業績」の欄に記載したもののうち，最も主要なものを1,000字程度で記入すること。
①　論文題名を初めに記載すること。
②　共著の論文の場合，申請者が論文中のどの部分を受け持ったかを区分することが可能な場合は，申請者が受け持った部分を明らかにすること。
	


（要旨１ページ）
申請者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　
	


（要旨２ページ）
平成19年度信州大学奨励研究員推薦書
（研究指導予定の本学の専任の教授又は助教授が作成する。申請者が本学に所属していない場合は、現在の研究指導者の推薦書も併せて提出すること。）
　　所属機関：　　　　　大学　　　　　学部･研究科･研究所　　　　　　　　学科･専攻･部門
　　　　     （担当大学院研究科）（　　　　　大学　大学院　　　　　　　　　研究科）
              職：　　　　　　　　　　　　              氏名：　　　　　　　　　　　印
	申請者氏名
	申請者との関係

	研究課題

	申請者の研究能力
申請者の研究成果と研究能力について，特に独創的又は特徴のある点を中心にして書いてください。
（その研究が共同研究である場合は，特に申請者の当該共同研究において果たした役割及びその寄与の程度が分かるように書いてください。）


	申請者の研究課題の特色，独創的な点


	研究者としての資質，将来性，長所，短所



奨励研究員申請書の記入要領
	項　　　目
	記　　　　　入　　　　　要　　　　　領

	１．受付番号
	申請者は記入しないこと。

	２．氏名のフリガナ
	姓と名の間を１字分あけること。

	３．氏　　名
	戸籍上の氏名とする。ただし，研究上旧姓等を使用している場合は，戸籍上の姓あとに（　　）書きで旧姓等を表示することもできる。
記入例：信州（信濃）花子　　シンシュウ（シナノ）　ハナコ
自署の場合は，押印を省略してもよいが，ワープロ等で記名された場合は押印すること。外国人で漢字で記入できない場合は，姓はカタカナで，名はイニシャル（アルファベット）のみを記入すること。また，「サイン」は押印できない外国人のみとすること。

	４．連絡電話
	電話番号の（　　）内に市外局番を記入すること。本学から申請者に連絡できる所属機関の電話番号も記入すること。

	５．学　　　歴
	アンダーラインの個所に大学名を記入すること。

	
	◎２．及び３．の事項は次のように記入すること。
(Ａ)区分制の博士課程の場合
「２. 平成　１５年４月○○大学大学院修士課程入学
（○○研究科○○専攻）」
「３. 平成　１７年４月○○大学大学院博士課程入学
（○○研究科○○専攻）」
「博士課程の種別」は，区分制を　　　　で囲むこと。
(Ｂ)一貫制の博士課程及び医学，歯学又は獣医学系の大学院の場合
（修士課程を経ずに博士課程に入学した場合）
「２.」記入しない
「３. 平成　１５年４月○○大学大学院博士課程入学
（○○研究科○○専攻）」
「博士課程の種別」は，一貫制又は医学，歯学又は獣医学系を　　　　で囲むこと。
(Ｃ)区分制の大学院において修士課程終了後，一貫制の博士課程に編入した場合
「２. 平成　１３年４月○○大学大学院修士課程入学
（○○研究科○○専攻）」
「３. 平成　１５年４月○○大学大学院博士課程入学○年次編入
（△△研究科△△専攻）」
「博士課程の種別」は，一貫制を　　　　で囲むこと。



	
	◎４．及び５．については，次の（Ａ）（Ｂ）のどちらかを選んで，必ず記入すること。
(Ａ)４．は，人文，社会科学及び自然科学で学位取得が可能な分野の申請者が記入すること。
また，取得（予定）した博士の学位については，（　）内に専攻分野名を記入し，既に学位を取得した者は，　　（２重線）で消すこと。
例１：平成　１９年３月　博士(理学)の学位取得（見込）
例２：平成　１９年３月　博士(Ｐｈ．Ｄ)の学位取得（見込）                            　（外国で学位を取得した場合の例）




	項　　　目
	記　　　　　入　　　　　要　　　　　領

	５．学　　　歴
　　　　　　（つづき）
	（注）人文，社会科学の分野において，この欄に学位取得（見込）と記入した者が，採用時までに学位を取得することができなかった場合は，原則として，自然科学の分野の申請者と同様に取り扱うものとする。
(Ｂ)５．は，人文，社会科学の分野において，学位の取得が著しく困難な分野の申請者が記入すること。

(Ｃ)論文博士の場合
４．に論文博士取得年月及び学位の種類を記入の上，（見込）の右余白に「論文博士（○○大学）」と記入すること。

	６．博士課程の種類
	該当するものを確認の上　　　　で囲むこと。

	７．外国人留学生に対する奨学金等受給の有無
	現在の貸与について，該当するものを　　　　で囲むこと。
「有」又は「申請中」に　　　　を付した場合は，受けている又は受けようとしている奨学金名を（　　）に記入すること。
  　　  例：（国費留学生）

	８．「研究・職歴」
	例１：平成１６年４月～平成１９年３月
　　　　　　　　　　　　　　平成１６年度採用特別研究員－ＤＣ２
例２：平成１６年４月～平成１９年３月
　　　　　　　　　　　　　   ○○会社中央研究所研究員

	９．研究課題
	○　研究課題は一般的，抽象的な記述は避けて，研究の内容を具体的に表すように40字以内(記号，数字等もすべて１字として数える｡)で記入すること。
○　すべての申請書類に同一の研究課題を記入すること。ただし，申請書の研究課題には，副題を記入しても差し支えない。
  　ただし，副題を含めて４０字以内とすること。
○　化学式，数式による研究課題は避け，漢字，カナ等で書くこと。
ただし，ＤＮＡ等アルファベットで表記することが一般的なものは差し支えない。
　　　　 漢字等で書く例：　Ｈ２Ｏ→水

	１０.現在の研究指導者
	○　所属機関はアンダーラインの個所に名称を記入すること。
○　所属機関が大学の場合，「学部・研究科・研究所」及び「学科・専攻・部門」のいずれか不要文字を　　　（２重線）で消すこと。
　　　　 例：○○大学○○学部・研究科・研究所
○　研究指導者の大学院における担当も（　　）内に併記すること。
なお，研究指導者は，在学する大学院の研究指導者である。研究指導の委託により他大学等で研究を行っている場合でも在学する大学院の研究指導者を記入すること。
例：○○大学○○学部・研究科・研究所
（○○大学大学院○○研究科）








9

